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16.  Abstract 

本報告では、中国、インド、日本における自動運転車両に対する世論調査の新しい研究に

ついて記述する。この調査では、中国	
 610 人、インド	
 527 人、日本	
 585 人	
 から有効な
回答を得た。比較のため、最近報告された米国、イギリスおよびオーストラリアでの同様の

調査結果を含む。 
主要な結果（各 6カ国に適用できる）を以下に示す。： 
・回答者の大半は、以前に自律運転や自動運転車両について聞いたことがあり、技術につ

いては肯定的な（または日本においては中間的な）意見を持っており、技術の利益について

高い期待がある。 
・しかしながら、回答者の大半は自動運転車両に乗ることについて、機器やシステムの故

障による安全性の問題や、人が運転するのと同様な振る舞いをしないことについて高い心配

を示した。 
・回答者は、無人で走行している自動運転車両、バスやタクシーなど商業車両の自動運転

についても高い心配を示した。 
・回答者の大半は、自身の車両にこの技術を有することを望んだ。しかしながら、（中国

とインドを除く）回答者の大半はこの技術に対して追加の出費を望んでいない。 
米国、イギリスおよびオーストラリアの回答者に比べて、中国、インドの回答者は、自動

運転車両について、より肯定的な初期意見を持ち、彼ら個人の車両にそのような技術を持つ

ことに、より大きな関心を表している。そして、その技術に対する費用を支払う意思がより

多い。一方、日本の回答者は一般的に自動運転車両に対して中間的な初期意見を持ち、 その
技術に対する費用を支払う意思が一番少ない。  
この 6 カ国での調査結果が主に意味することは、この技術を備えた車両に乗ることに高い

心配を示す一方で、大部分は自動運転車両を肯定的に感じており、利益について楽観的な期

待を持っている。そして、一般的に自動運転車両の技術を望んでいる。（しかしながら、調

査した 6カ国のうち 4カ国の大多数が、現時点ではこの技術に出費する気はない。） 
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